
道産広葉樹製材の
          利用実態調査

　はじめに
　北海道の広葉樹は，豊富な森林資源とその優れ
た材質から，輸出合板，インチ材および高級家具
材料として使われる一方，各種用材としても幅広
く利用されてきました。しかし，その広葉樹資源
も減少の一途をたどり，産出される素材も小径，
低質化しているのが現状です。こうした状況にあ
る道産広葉樹の一層の有効利用と，小径，低質材
の付加価値を高めた利用方法の開発が，道内林産
業の重要な課題になっています。林産試験場にお
いても道産広葉樹の総合的利用技術の開発を重要
研究課題とし，特にパルプ材といわれる「低質，
未利用広葉樹」の有効利用技術について，各分野
で研究が進められています。

　調査目的
　高次加工することで，付加価値が高められた低
質，未利用材が一般材料として市場性を持つため
には，その高次加工のために生じたコストアップ
の程度が問題になります。そこで，道産広葉樹と
くに製材の利用形態および流通価格を明らかにし
て，優良材である道産広葉樹の有効利用と，これ
ら低質未利用広葉樹材の高次加工コストと製品価
格を判断するための資料を得ることにあります。

　調査対象工場
　道内で年間100m3以上の広葉樹製材を生産してい
る製材工場は約430あります（1984年版，木材業者
登録名簿から抽出）。今回の調査は，このうち年間
600m3以上生産している254工場を対象にしました。

　調査対象期間
　昭和60年 4月～61年 3月までの一年間分としま
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したが　決算時期で月がずれることは可としまし
た。

　調査方法
　このアンケート調査は，用紙記入方式で林務部
林産課と共同で実施しましたが，アンケート用紙
の配付，回収などの業務につきましては，各支庁
の林産担当係にお願いしました。

　調査結果の概要
1）回収率
　アンケートの配付，回収結果について表 1に示
しましたが，配付 254工場に対し， 146工場から
回答があり，回収率は57.5％でした（ただし，部
分回答のものを含む）。回収率は高いとはいえま
せんが，これは調査対象に賃びき主体の工場が入っ
ていたことも原因しています。しかし，昭和60年
度の北海道林業統計書によれば，道内の一般製材
用広葉樹の素材ひき立て量は，1，317千m3でうち
25％が外材です。広葉樹製材の全生産量は689千
m3ですから，25％を外材とすれば道産広葉樹製材
の生産量は約517千m3です。今回，回答のあった
工場数146は，道内広葉樹製材工場のおおよそ34
％になります。生産量の383千m3は全道生産量の
74％にあたります。
　なお，文中，素材の自工場処理量および製材生
産量の全体量と樹種別などの内訳量と数量が一致
しておりません。これは，アンケートの記入で内
訳が記入されていない回答が，幾つかあったこと
によります。
2）素材について
　素材の取り扱い量を表 2に示しました。購入量
は1，826千m3で，立木購入（素材換算）が25％，



表 1  支庁別広葉樹製材工場と調査対象工場数

表 2　素材の取り扱い量　　　                      　（単位：m3）

素材購入が75％です。購入先別では民間流通材
が46.8％，国有林34.3％と両者で8割に達します
が，民間流通材の中身については不明です。また
購入した素材の60％が一般製材用，32％が原料材
いわゆるパルプ材です。素材全体量のうち27.6％
の 504千m3は素材のまま他へ販売されています。
自工場で処理された量，1，269千m3のうち一般製
材用57％，パルプチップ用37％になっています。
このうち，一般製材の内訳比率を表 3に示しまし

た。樹種によって多少差がありますが，全体の
等級別では一等材1.9％，二等材11.4％，三等材
36.2％，四等材23.9％，込み材26.6％になってい
ます。ただし込み材中の径級24～28cmの中には
通称正量材と呼ばれている一，二等材も含まれて
いると考えられます。一方径級別では，38cm以
下が65.6％で50cm以上は14.5％です。50cm以上
の材を樹種別でみると，セン，ナラ，カツラに比
較的太いものが多いといえます。
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表 3　素 材 ひ き 立 て 量 の 内 訳               　　　　　　　　　（単位：％）

3）素材の価格
　表 4に素材の平均購入
価格を示しました。価格
は地域，購入量，購入条
件などによって異なり，
一般的価格との比較は難
しいが，調査範囲での価
格として参考にして下さ
い。
4）製材について
　製材の取り扱い量を表
5 に示しました。自工場
での生産量は 383千m3で
すが，他工場から55千m3

購入しており，これは販
売量の13％にあたります。
販売量は 411千m3で道内
68.5％，道外29.2％，輸
出 2.3％です。道外市場

表 4　素材平均購入価格　　         （単位：千円／m3）
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表 5　道 産 材 広 葉 樹 製 材 の 取 り 扱 い 量　　　　   　　　　（単位：m3）

の内訳は関東・東京29.6％，関西・大阪27.8％，
中・四国・九州14.9％，清・静12.2％，北陸・名
古屋10.9％，東北4.6％になっています。樹種
別，用途別生産量および比率を表 6， 7に示しま
した。製材の用途別生産量では，家具・一般材が
53.6％，フローリング材が12.9％，集成材用9.6
％，輸出，インチ材2.5％などですが，その他用
としても19.4％あります。その他用として生産さ
れたものを樹種別・用途別に分類してみました
（表 8）。主なものをみると，シナノキはランバー
コアが87％，アイスステック11％。ブナは枕木が
91％。イタヤは楽器52％。ボーリングピン36％。

　表 6　用途別生産量

表 7　樹種別・用途別生産量と製材平均歩留まり　              　　　　　（単位：％）
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　表 8　そ の 他 用 材 の 樹 種 別 用 途

　注）仕組板・製函材は呼称が異なっているが，同種のものと考えられます。

　表 9　樹 種 別 ・ 用  途 別 販 売 価 格　　　　　　　　       （単位：千円／m3）

注）生材
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